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合格
報告

　秋田県の「春の火災予防運動」に合わせ、市では北秋田市
消防団（杉渕一弘団長）と消防本部職員らによる一斉放水訓
練が、４月４日に鷹巣地区と森吉地区の２か所で２地区合同
により行われました。
　鷹巣地区では鷹巣中央公園、森吉地区では阿仁前田の阿仁
川右岸河川敷で行われ、訓練開始の合図に合わせ一斉に放水
し、終了後は各分団から統監へ訓練の報告が行われました。
　閉会式では統監の津谷市長、虻川副市長から「今後も啓発
活動や訓練を通して、市民の安全安心のために一致団結して
使命を全うしてほしい」などとあいさつがありました。

春の火災予防運動 一斉放水訓練
訓練を通じ団員が一致団結放水

訓練

　第44回救急救命士国家試験に合格した北秋田市消防署合
川分署の本城谷真也さんが、４月２日に市役所を訪れ、津谷
市長に合格報告を行いました。
　本城谷さんは、令和２年９月３日から令和３年３月16日
まで北海道札幌市での研修を受け、３月14日に行われた国
家試験に臨み、見事合格を果たしました。
　報告を受けた津谷市長は「今回の合格は、市としても誇り
であるし今後の活動に期待している。市民の生命と安心安全
のために市消防の力をアップさせ、いざという時には尽力し
てほしい」などと激励しました。

第44回救急救命士国家試験合格報告
市内で27人目の救急救命士に

　北秋田市地域おこし協力隊の北秋田市観光コーディネー
ターとして活動した高橋了介さんと高橋彩子さんが３年間の
任期を迎え、３月31日に市役所で退任式が行われました。
　了介さんはマタギ文化のＰＲ、彩子さんはどぶろくの製造
に従事したほか、北秋田市在住のデザイナーとコラボしてT
シャツなどの販売も行っています。
　退任にあたり、了介さんは「今後もマタギ関係で協力でき
ることがあったら協力していきたい」と話し、彩子さんは「念
願の阿仁合に住むという夢が叶ったので、市民として今後も
引き続き頑張っていきたい」などと話しました。

高橋了介・彩子地域おこし協力隊員退任式
今後も北秋田市で頑張りたい観光

振興

　北秋田市内の９つの小学校で、４月７日に入学式が行われ
ました。そのうち、鷹巣小学校（木下隆校長）では、49名
の新入生が、期待を胸に式へ臨みました。
　新入生は、６年生に手を引かれて体育館に入場し、参加し
た５、６年生や教職員、保護者が大きな拍手で迎えました。
　木下校長は「学校に来る時は大きな声であいさつしてくだ
さい。学校生活の中で、自分で出来ることを一つ一つ増やし
ていきましょう」などとあいさつしました。
　また、お祝い品として交通安全母の会から「交通安全黄色
い鈴」、市から「きぼうブロック」が贈呈されました。

市内小学校で入学式が行われる
元気いっぱいに学校生活がスタート入学

　令和２年度秋田県スポーツ賞「生涯スポーツ賞」を受賞し
た簾内照光さん（78歳・今泉）が、４月５日に市役所を訪れ、
津谷市長に受賞報告をしました。
　簾内さんは、秋田県グラウンド・ゴルフ協会常任理事、副
会長を歴任し組織の発展に尽力されたほか、平成30年には
北秋田市グラウンド・ゴルフ協会会長に就任し、協会の運営
と会員の健康増進を図っています。
　受賞について簾内さんは「人と人とのつながりを大事にし
て健康第一にグラウンド・ゴルフを楽しんでもらえれば幸い
で、それを手伝うのが私の役目である」などと話しました。

県スポーツ賞生涯スポーツ賞受賞報告
協会運営や会員の健康増進等に貢献受賞

報告

　北秋田市消防団長の辞令交付式が、４月１日に市役所で行
われ、杉渕一弘さん（65歳・増沢）に津谷市長から辞令が
交付されました。
　杉渕さんは、昭和58年に合川消防団に入団し、今まで副
分団長、分団長を歴任されたほか、平成25年からは副団長
を務められました。団長としての任期は、令和３年４月１日
から令和５年３月31日までの２年間となります。
　杉渕さんは「消防団員の資質向上と装備の充実のほか、コ
ンプライアンス（法令順守）も求められるため、団員への周
知徹底を呼び掛けていく」などと話しました。

北秋田市消防団団長辞令交付式
杉渕一弘さんが消防団長に新任辞令

交付

　市では福島県沖を震源とする地震に係る被災地を支援する
ため、県市長会の要請を受け、３月22日から26日までの５
日間、福島県相馬市へ髙堰光樹主査（財務部税務課）を派遣
しました。
　相馬市での罹災証明書発行のため家屋調査事務に従事した
髙堰主査は、３月30日の報告会において「現地は北秋田市
と違い、瓦屋根の家屋が多く、今回の地震で屋根の被害が多
数発生した。現地調査が必要な家屋が多かったことから、災
害復旧においてマンパワーの確保の必要性を強く感じた」な
どと、支援活動状況を報告しました。

福島県沖を震源とする地震に係る職員派遣
被災地での支援活動を報告職員

派遣


